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2015; Salovey & Mayer, 1990）。子どもの情動コンピ 
テンスは，親の対応が支持的であれば促進され，非支




こと（OʼNeal & Malatesta-Magai, 2005）などがあげら
れている。それに対して，親が子どもの情動表出を無
視すること，罰を与えることなどは非支持的な対応で
ある（Fabes, Poulin, Eisenberg, & Madden-Derdich, 2002; 
Klimes-Dougan et al., 2014）。







et al., 1998）。子どもはこの 3プロセスから影響を受け，
情動コンピテンスを獲得し，情動の社会化を実現する
と考えられている。









The Japanese version of the Parental Meta-Emotion Philosophy about Anger Questionnaire:  
A psychometric evaluation
Jing Bao and Michiyo Kato （Tohoku University）
 The present study involves the construction of a measure called the Japanese version of the Parental Meta-Emo-
tion Philosophy about Anger Questionnaire (PMEPA－J) and examination of its reliability and validity. Participants 
consisted of 272 mothers of children aged 2－5 years who completed the PMEPA-J and other questionnaires. Con-
firmation factor analysis yielded a 19-item, 4－factor structure with the following factors: Coaching, Non-Involve-
ment, Dysfunction, and Dismissing. Cronbach’s α values were .75−.89 and ω values were .78−.89, which indicat-
ed adequate internal consistency. The sub-scales were correlated in the expected directions with other measures in 
the Parental Attitude and Parenting Self-Efficacy Scales. Coaching was significantly positively correlated with 
“Parenting Self-Efficacy”, “Acceptance and Child-Centeredness” and negatively correlated with “Inconsistent and 
Lax Discipline” as well as “Control”. In contrast, Non-Involvement, Dysfunction, and Dismissing were signifi-
cantly negatively correlated with “Parenting Self-Efficacy”, “Acceptance and Child-Centeredness” and positively 
correlated with “Inconsistent and Lax Discipline” as well as “Control”.
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があげられている（Cohodes, Chen, & Lieberman, 2017; 
Katz & Hunter, 2007）。これらの理論構築の過程で，親
による情動の社会化の方がより広義に考えられ，親の
メタ情動観念は，親による情動の社会化の枠組みの一




















究で Parental Meta-Emotion Interview（以下，MEIとす
















































Howell, Thurston, & Cohen, 2017）や，抑うつなどの内














（Japanese version of the Parental Meta-Emotion Philoso-






































































































が提唱する Two-Index Presentation Strategyに従い，適
Table 1
各モデルにおける適合度指標
モデル χ2/df GFI CFI RMSEA SRMR AIC BIC
モデル 1 2.31 .85 .88 .07 .07 676.53 871.25
モデル 2 1.79 .91 .94 .05 .05 348.75 507.40





F1：非関与（α = .82, ω= .87）
15 子どもが怒ったことを気にかける必要はない .83 2.49 1.21
11 子どもが怒った理由など気にかける必要はないと思う .77 2.36 1.25
10 子どもは自分の怒りを自分で何とかすべきであり，私が何がしてあげられることはなにもない .72 2.95 1.30
13 子どもが怒ったとき，親は干渉すべきではないと思う .67 3.08 1.15
4 子どもが怒ったときは，実は何をしても別に意味がない。 .52 3.39 1.31
20 子どもは怒るのが当然なので，別に気にかける必要はないと思う .43 3.44 1.34
F2：機能不全（α = .89, ω= .89）
7 子どもが怒ると，私はパニックになって頭が爆発しそうになる .90 2.66 1.48
8 子どもが怒ると，私はどうすればいいのかわからなくなる .83 2.83 1.47
6 子どもが怒ると，私は自分の感情をコントロールできなくなる .83 3.22 1.43
17 怒っている子どもと冷静に話し合うことは，私には難しいa 3.64 1.43
2 私は，子どもが怒ったときの私の対応に対して後悔ばかりしているa 4.18 1.26
3 私は，子どもがなぜ怒るのかがさっぱりわからないa 3.09 1.19
F3：軽視（α = 76, ω= .78）
19 私は，子どもが怒りを表すことを許さない .79 2.23 1.29
18 子どもがいつも同じようなことで怒るなら，私は罰を与える .69 3.14 1.39
16 子どもの怒りは，いつも大した理由はなく，理屈に合わないことばかりだと思う .62 3.20 1.33
24 子どもが怒ったら，私はすぐに子どもを制止して怒るのをやめさせる .55 3.21 1.24
23 子どもの怒りは心身の成長のためによくないと思うa 2.77 1.25
14 たとえどんな理由があっても，子どもは周囲に八つ当たりすべきではないa 4.09 1.47
F4：コーチング（α = .75, ω= .80）
21 私は，子どもが怒った時に示す表情や反応について，気にかけるようにしている .73 4.85 1.17
9 私は，まず子どもが怒った理由を理解してから対応するように気をつけている .71 4.81 1.19
22 私は，感情を適切に表現する方法を子どもに教える .58 4.51 1.20
1 私は子どもの怒りの感情をとても大事なものと考えている .58 4.84 1.20
12 子供が怒りを示すことで，私はむしろ子どものことをよく理解できる .48 4.32 1.07
5 子どもが怒ったとき，私は子どもをなだめて落ち着かせる .40 4.43 1.26
潜在変数間相関 F2 F3 F4





合度を判定したところ，指標 1「TLI, BL, RNI, CFI ≥ .95, 
Mc ≥ .90かつ SRMR ≤ .08」又は指標 2「RMSEA ≤ .06







































































変数 測定不変性モデル χ2 df p CFI RMSEA SRMR
子どもの性別
（男・女）
配置不変モデル 447.77 292 .00 .93 .04 .06
弱測定不変モデル 462.47 307 .00 .93 .04 .07
強測定不変モデル 473.84 326 .00 .93 .04 .07
厳密な測定不変モデル 499.75 345 .00 .93 .04 .07
子どもの年齢 
（年少児・年長児）
配置不変モデル 435.31 292 .00 .93 .04 .07
弱測定不変モデル 455.62 307 .00 .93 .04 .08
強測定不変モデル 479.25 326 .00 .93 .04 .08





















中程度の正の相関（r = .50, p < .001）を示し，一貫性
のない優柔不断なしつけ（r = ⊖.19, p < .01）と統制（r =
⊖.12, p < .05）と弱いながらも有意な負の相関を示し
た。また，コーチングは育児自己効力感と有意な中程
度の正の相関（r = .61, p <  .001）を示した。（b）非関
与は受容・子ども中心と有意な弱い負の相関を示し
（r = ⊖.36, p < .001），一貫性のない優柔不断なしつけと
有意な弱い正の相関（r = .39, p < .001）を示し，統制
と有意な弱い正の相関（r = .26, p < .001）を示した。
また，非関与は育児自己効力感と有意な弱い負の相関
（r＝⊖.39, p < .001）を示した。（c）機能不全は受容・
子ども中心と有意な弱い負の相関を示し（r = ⊖.30, 
p < .001），一貫性のない優柔不断なしつけと有意な弱
い正の相関（r = .34, p < .001）を示し，統制と有意な
弱い正の相関（r = .24, p < .001）を示した。また，機
能不全は育児自己効力感と有意な中程度の負の相関
（r = ⊖.41, p < .001）を示した。（d）軽視は受容・子ども
中 心 と 有 意 な 弱 い 負 の 相 関 を 示 し（r = ⊖.38, 
p < .001），一貫性のない優柔不断なしつけと有意な中
程度の正の相関（r = .41, p < .001）を示し，統制と有
意な中程度の正の相関（r = .44, p < .001）を示した。
また，軽視は育児自己効力感と有意な弱い負の相関



























1 2 3 4 5 6 7 8 M SD
1 コーチング ─ ⊖.40*** ⊖.29*** ⊖.37*** .50*** ⊖.19** ⊖.12* .61*** 4.63 0.79
2 非関与 ─ .54*** .67*** ⊖.36*** .39*** .26*** ⊖.39*** 2.95 0.91
3 機能不全 ─ .54*** ⊖.30*** .34*** .24*** ⊖.41*** 2.90 1.32
4 軽視 ─ ⊖.38*** .41*** .44*** ⊖.38*** 2.94 1.00
5 受容・子ども中心 ─ ⊖.29*** ⊖.07 .65*** 3.82 0.65
6 一貫性のない優柔不断なしつけ ─ .16** ⊖.24*** 2.27 0.62
7 統制 ─ ⊖.10 2.83 0.60
8 育児自己効力感 ─ 4.08 0.75
注）1─4は日本語版怒りのメタ情動観念尺度（PMEPA⊖J）の下位尺度，5─7は養育態度尺度の下位尺度，8は育児自己効力感尺度の
合計点である。
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